
「指導と評価の一体化」のための
学習評価の在り方

大分県教育庁日田教育事務所

日田管内第１回地域授業改善協議会



【本日のゴール】
「指導と評価の一体化」のための学習評

価の在り方について理解し、自校での校内
研修の持ち方のイメージを持つことができ
る。
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本日の内容

はじめに

１ 学習評価の改善点
２ 単元の指導計画について
３ １時間の授業を構想することについて

おわりに



はじめに
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評価の結果によって後の指導を改善し、
さらに新しい指導の成果を再度評価すると
いう、
指導に生かす評価を充実させること

このことを「指導と評価の一体化」と言い
ます。

「確かな学力（文部科学省HP）」 より

「指導と評価の一体化」とは



評価規準とは何でしょうか。
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C
C

手立てを講じる手立てを講じる

評価規準
B

BB

B

B
B

B

B A
A

授業後でも判断
できる

評価の観点別に「B おおむね満足できる」状況を示したもの
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主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と，学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し，
社会と連携･協働しながら，未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

学習指導要領改訂の方向性

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習得
など，新しい時代に求められ
る資質･能力を育成

知識の量を削減せず，質の高
い理解を図るための学習過程
の質的改善

小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目「公共」の
新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し，目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については，些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており，そ
うした点を克服するため，重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養
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１ 学習評価の改善点
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学習評価について指摘されている課題
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＜参考＞報告Ｐ．４～５

❶学期末や学年末などの事後での評価で、
児童生徒の学習改善につながっていない

❷「関心・意欲・態度」の観点について挙手の回数やノートを
取っているかなど、一時的に表出された場面で評価

❸教師によって評価の違い

❹評価の記録に労力が割かれて指導に注力できない

❺指導要録等が次学年や次学校段階に十分活用されていない



学習評価の改善の基本方針
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①児童生徒の学習改善につながるものにして
いくこと

②教師の指導改善につながるものにしていくこと

③これまで慣行として行われてきたことでも，

必要性・妥当性が認められないものは見直し

ていくこと
＜参考＞報告Ｐ．５



具体的に、

学習評価はどの様に改善されたので
しょうか。
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技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評
価の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表
現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理。

＜平成２０年改訂＞ ＜平成２９年改訂＞

◆学習指導要領と学習評価が整う
◆各教科等の評価の観点が整う

評価の観点について



育成を目指す資質・能力の三つの柱

どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識・技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力･判断力・表現力等

学びに向かう力
人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化
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学習指導要領 目標

学習指導要領 内容

学習評価 観点



観点別学習状況の評価の改善ついて
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「知識・技能」の評価

現行の評価の観点
「知識・理解」
（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
「技能」
（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価）

＜評価方法の工夫（例）＞

○ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，
知識の概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・児童生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて）観察・実験をさせたり，
式やグラフで表現させたりする。 ＜参考＞報告Ｐ．７～８

何を、いつ、どのように



事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮する

事実的な知識 「閉ざされた問い」 Closed Question

例）
①江戸幕府を開いたのはだれか。
②江戸幕府が開かれたのはいつか。
③武家諸法度とは何か。

例）
①
②
③
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概念的な知識 個別の知識が関連付けられ統合されたもの

「開かれた問い」 Open Question

例）
徳川幕府は，どのようにして地方の大名を従わせていたのだろうか

武家諸法度 参勤交代大名の配置

事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮する
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例）徳川幕府は，どのようにして地方の大名を従わせていたのだろうか

武家諸法度

参勤交代大名の配置

概念的理解（総合的な政策実現）

それぞれの政策は一体となって地方大名の財政力を弱めようとしているという総合的な政策
実現への道筋を理解している。
永続的な支配構造を生み出した理由を、3つの政策の共通点や関係性から見いだし表現
する。

それぞれの政策の発表を聞いたり、資料で確認したりして・・・

どのような記述（表現）
を期待するのか、具体的
にイメージしておく
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知識の概念的な理解を問う問題

事実的な知識の習得を問う問題 教科部会
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概念的な知識

P74

～外国語科～

○対話から状況を読み取る力
↓

○人称や現在進行形の特徴や
決まりを理解して表現する力

文法を知ってたら・・・



概念的な知識

P62

～外国語科～

○教科横断的な知識
○比較級の表し方 ⇒ 知識を繋げて表現する力
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「思考・判断・表現」の評価

＜参考＞報告Ｐ．８～９

※現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作や
表現等の多様な活動を取り入れる。

○ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要
な思考力，判断力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。



中学校第３学年理科 「天体の動きと地球の自転・公転」の例

単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

身近な天体とその運動に
関する特徴に着目しながら，
日周運動と自転，年周運
動と公転についての基本的
な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科
学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する
基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けてい
る。

天体の動きと地球の自
転・公転について，天体の
観察，実験などを行い，そ
の結果や資料を分析して
解釈し，天体の動きと地
球の自転・公転についての
特徴や規則性を見いだして
表現しているとともに，探
究の過程を振り返るなど，
科学的に探究している。

天体の動きと地球の自
転・公転に関する事物・現
象に進んで関わり，見通し
をもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようと
している。

【第４時（総時間数９時間）】

【ねらい】
星の一日の動きについて、コンピュータシミュレーションや写真を用いて観察者の視点

（位置）を地球の外に移動させ，太陽の一日の動きの特徴と関連付けながら透明半球上に
表すことを通して，その動きを見いだすことができるようにする。

P51～

24（理科の見方・考え方） 多面的に見る、関連付ける
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学年 主に働かせる理科の見方・考え方 ［解説：Ｐ.１２］

（問題解決を図るための思考の働かせ方）

全

学

年

「比較する」 ：差異点や共通点を明らかにするなど

「関係付ける」：変化とそれに関わる要因を関係付けるなど

「条件を制御する」
：制御すべき要因と制御しない要因を明確に区別しながら計画

的に観察，実験を行うなど

「多面的に考える」
：観察、実験の再検討や複数の観察，実験結果からの考察など

新学習指導要領中学校理科改訂のポイント
（３）「理科の見方・考え方」



生徒の学習状況を捉えるために，
具体的な評価規準を定めます。

評価規準（例）
「透明半球に貼った星の写真と合
致するように，星の動きを線と矢
印で表し，その特徴を見いだして
表現している。」

26

生徒１生徒２

生徒３



中学校理科 第３学年「天体の動きと地球の自転・公転」の例

・東，西，南，北の空の星の
一日の動きは正しく描けて
いる。

・透明半球の内側からも外側
からも矢印の向きが正しく
描けている。

・星の一日の動きの特徴を見
いだしている。

生徒１ 生徒２ 生徒３

・東，西，南の空の星の一日
の動きは正しく描けている
が，北の空の星の動きが正
しく描けていない。

・透明半球の内側からの星の
一日の動きの特徴は見いだ
している。

・方位を基準として描いてい
ない。

・透明半球の内側からの星
の一日の動きの特徴を見い
だしていない。

【「努力を要する」状況と評価した生徒に対する指導の手立て】
天球の概念や，天球のモデルである透明半球について再確認し，観察者の視点
（位置）を意識しながらコンピュータシミュレーションを再観察して，透明半球
にもう一度表すなど個別に指導を行い，思考力，判断力，表現力等を身に付ける
ことができるように支援する。 27

「十分満足できる」状況
（A）と評価

「努力を要する」状況
（C）と評価

「おおむね満足できる」状況
（B）と評価
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「主体的に学習に取り組む
態度」として観点別学習状況
の評価を通じて見取ることが
できる部分

観点別学習状況の評価に
はなじまない部分
（感性，思いやり等）

学びに向かう力，人間性等

※ 特に「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよ
い点や可能性，進歩の状況などについては，積極的に
評価し児童生徒に伝えることが重要。

個人内評価（児童生徒一人一人のよ
い点や可能性，進歩の状況について
評価するもの）等を通じて見取る。

知識及び技能を獲得したり，思考力，
判断力，表現力等を身に付けたりする
ことに向けた粘り強い取組の中で，自
らの学習を調整しようとしているかどう
かを含めて評価する。

＜参考＞報告Ｐ．９

「学びに向かう力，人間性等」には，㋐主体的に学習に取り組む態度として観点別学習状
況の評価を通じて見取ることができる部分と，㋑観点別学習状況の評価や評定にはなじま
ない部分がある。

㋐

㋑



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

① 知識及び技能を獲得したり，思
考力，判断力， 表現力等を身に
付けたりすることに向けた粘り
強い取り組みを行おうとしてい
る側面

② ①の粘り強い取り組みを行う中
で，自らの学習の調整をしようと
する側面

単に継続的な行動や積極的な発言を行う
など，性格や行動面の評価を行うというこ
とではない。

「主体的に学習に取り組む態度」については，挙手の回数やノートの取り方などの形式的

な活動ではなく，「子供たちが自ら学習の目標を持ち，進め方を見直しながら学習を進め，
その過程を評価して新たな学習につなげる，といった学習に関する自己調整を行いながら，
粘り強く知識・技能を獲得したり思考・判断・表現しようとしているかという，意思的な側
面を捉えて評価することが求められる。

＜参考＞報告Ｐ．９～１２

29

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

①②を一体的に
見取るイメージ



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

①②を一体的に
見取るイメージ

単に継続的な行動や積極的な発言を行う
など，性格や行動面の評価を行うというこ
とではない。

これら①②の姿は，実際の教科等の
学びの中では別々ではなく，相互に関
わり合いながら立ち現れるものと考え
られる。
例えば，自らの学習を全く調整しよ
うとせず，粘り強く取り組み続ける姿
や，粘り強さが全くない中で自らの学
習を調整しようとする姿は一般的では
ない。

「主体的に学習に取り組む態度」については，挙手の回数やノートの取り方などの形式的
な活動ではなく，「子供たちが自ら学習の目標を持ち，進め方を見直しながら学習を進め，
その過程を評価して新たな学習につなげる，といった学習に関する自己調整を行いながら，
粘り強く知識・技能を獲得したり思考・判断・表現しようとしているかという，意思的な側
面を捉えて評価することが求められる。

＜参考＞報告Ｐ．９～１２
30



中学校理科 第３学年「天体の動きと地球の自転・公転」の例

天体の日周運動から，どの向きに地球は自転していると言えるか，根拠を示して考えを書きま
しょう。
学習前の考え
学習後の考え

自転の向きを考察する過程で，どのように解決しようとしましたか。学習前後の考えを比較して
記述しましょう。

〈ワークシートの構成例〉

生徒１

「十分満足できる」状況
（A）と評価

「おおむね満足できる」状況
（B）と評価

「努力を要する」状況
（C）と評価

モデル実験の結果を実際の太陽の
動きと合わせて考えた。乗り物に
乗って目の前の風景が近づいてくる
ように見えることと原因は同じことに
気付いた。地球が自転する映像は
よく見るが，自転の向きを方位で考
えたことがなかったので，楽しんで
取り組めた。

学習方法や課題を解決しようとした
取組，学習意欲やそれを高めた方
法が記述できている。

学習方法や課題を解決しようと
した取組が記述できている。

学習方法や課題を解決しようとした
取組の記述がない。課題を解決で
きたことも把握できない。

P53~54

31

生徒２

はじめは何から考えればよいか分
からなかったけれど，動く方向と逆
に見えると友達が言ったので，な
るほどと思った。

友達の話を聞いて分かった。

生徒３

評価規準(例)
太陽や星の日周運動について，モデルを用いて試行錯誤しながら，地球の自転の向きを推論しようとしている。
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価

＜評価の工夫（例）＞

○ノートやレポート等における記述

○授業中の発言

○教師による行動観察

○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を

行う際に考慮する材料の一つとして用いる

＜参考＞報告Ｐ．１３

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。

例えば，ノートにおける特定の記述などを取り出して，他の観点から切り離して

「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。



授業の「振り返り」を活用
注：「今日の授業の感想」だけでは評価できない。

P64

振り返りシートの一部(例)
１ 「どのような知識及び技能を活⽤したか」
（この時間の活動について、課題を説明するためにあなたが手がかり
にしたことや意識したことなど）

2 「誰とどのような対話をしたか」
・自分の考え
・班で話し合った後の考え

3 「何に気付いたか」
（課題を設定し解決する学習を行い、大切だと感じたことや学習を進
める上で気付いたポイントなど）

評価規準(例)
習得した知識及び技能を活用して，力学台車に働く力の大きさと力学台車の

速さの変化を関係付け，試行錯誤しながら，課題を説明しようとする。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価



教科名

単元名 （ / ）

評価規準

評価方法

教科部会「主体的に学習に取り組む態度」の評価

A B C

想定する子どもの姿（評価基準）
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単元末や学期末、学年末の結果として算出された評価の結果が

「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態
度」の各観点ついて、

「ＣＣＡ」「ＡＡＣ」といったばらつきのあるものとなった場合、

児童生徒の実態や教師の授業の在り方などそのばらつきの原
因を検討し、

必要に応じて、児童生徒への支援を行い、児童生徒の学習や
教師の指導の改善を図るなど速やかな対応が求められる

＜参考＞報告Ｐ．１２～１３

「生徒による授業評価」等の活用

「主体的に学習に取り組む態度」の評価
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１ 学校の組織的な授業改善による「新大分スタンダード」の徹底

①生徒指導の三機能を意識した問題解決的な展開の授業を充実させるとともに、
習熟度別指導を積極的に導入する。

②教科の壁を越え、全ての教科に共通した授業改善の取組内容を設定し、その視
点に基づく互見授業・授業研究を実施する。

２ 学校規模に応じた教科指導力向上の仕組みの構築

①小規模校は、校内研修の枠で、近隣の学校と合同教科部会をもち、指導案や評価
問題、教材の作成等を行う。

②複数の教科担任がいる学校は、教科担任の「タテ持ち」や日課表・週時程表に位
置づけた教科部会の実施により、相談や切磋琢磨できる環境を作る。

３ 「生徒と共に創る授業」の推進

①生徒による授業評価を実施し、それを授業改善に反映する。

②学校が目指す授業像を生徒と共有し、それに向かう学習集団としての
目標を設定させ、適宜振り返り活動を行う。

「中学校学力向上対策 ３つの提言」



学習評価はどの様に改善されたのか。

① 評価の観点が３つに整理

②「知識・技能」をペーパーテストで評価する際は、事
実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念的な理解を
問う問題とのバランスに配慮する

③「主体的に学習に取り組む態度」を評価する際は、学習
に関する自己調整を行いながら，粘り強く知識・技能を
獲得したり思考・判断・表現しようとしているかという、
意思的な側面を捉えて評価すること
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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する
参考資料 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際には，学習

教科及び学年（または分野）の目標を
作成されていることを理解した上

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
（令和２年３月 国立教育政策研究所）

日田教育事務所HPにリンク
https://www.pref.oita.jp/soshiki/31006/
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

【主な内容】
第１章 総説
・平成２９年度改訂を踏まえた学習評価の改善
・学習評価の基本的な流れ

第２章「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
・各教科等における評価を行うに当たって
・各教科等における「内容のまとまり」
・各教科等における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の
基本的な手順
・各教科等における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順

第３章
・単元ごとの学習評価について（事例）

https://www.pref.oita.jp/soshiki/31006/


いつ、何を、どのように評価するか。
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２ 単元の指導計画ついて
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教科書会社の単元計画ではだめなの?
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中学校第１学年数学「方程式」第１章方程式とその解き方

１週間で９つの評価規準を見取れますか? 目標と評価の観点が連動してますか? ⇒アレンジが必要

東京書籍第１学年「数学」学習指導計画

42



今、教師に求められる力の一つ

単元を構想する力
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第１学年「一元一次方程式」指導と評価の計画（例）全15時間

２ 単元の評価規準

P51～52

１ 単元の目標

(1) 一元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則な
どを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付ける。

(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを考察することがで
きる。

(3) 一元一次方程式について，数学的活動の楽しさや数学の
よさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善し
ようとする態度を身に付ける。

３ 指導と評価の計画



評価の進め方

単元（題材）の
目標を作成する

単元（題材）の
評価規準を作成する

「指導と評価の計画」を
作成する

授業を行う

観点ごとに総括する

１

２

３

５

○１，２を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画する。
○どのような評価資料（生徒の反応やノート，ワークシート，
作品等）を基に，「おおむね満足できる」状況（B）と評
価するか考えたり，「努力を要する」状況（C）への手立
て等を考えたりする。

○３に沿って観点別学習状況の評価を行い，生徒の学習改善
や教師の指導改善につなげる。

○集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから，
観点ごとの総括的評価（A，B，C）を行う。

○学習指導要領で指導事項を確認する。

○学習指導要領の目標や内容，学習指導要領
解説等を踏まえて作成する。

○生徒の実態，前単元（題材）までの学習状
況等を踏まえて作成する。

留意点

４

評価の進め方

45
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②単元の評価規準を作成する

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・方程式の必要性と意味及び方程
式の中の文字や解の意味を理解
している。
・簡単な一元一次方程式を解くこと
ができる。

・等式の性質を基にして，一元一次
方程式を解く方法を考察し表現す
ることができる。
・一元一次方程式を具体的な場面
で活用することができる。

・一元一次方程式のよさに気付い
て粘り強く考え，一元一次方程式
について学んだことを生活や学習
に生かそうとしたり，一元一次方
程式を活用した問題解決の過程を
振り返って検討しようとしたりして
いる。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①方程式の必要性と意味及び方程式の中の文
字や解の意味を理解している。

②簡単な一元一次方程式を解くことができる。
③等式の性質と移項の意味を理解している。
④事象の中の数量やその関係に着目し，一元一
次方程式をつくることができる。

⑤簡単な比例式を解くことができる。

①等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く
方法を考察し表現することができる。

②一元一次方程式を具体的な場面で活用するこ
とができる。

①一元一次方程式の必要性と意味及び方程式
の中の文字や解の意味を考えようとしている。

②一元一次方程式について学んだことを生活や
学習に生かそうとしている。

③一元一次方程式を活用した問題解決の過程を
振り返って検討しようとしている。

単元の評価規準
（具体的 な内容のまとまりごとの評価規準）

内容のまとまりごとの評価規準

一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ア) 方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解すること。
(イ) 簡単な一元一次方程式を解くこと。
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ア) 等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現すること。
(イ) 一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。

第１学年の目標
（3） 数学的活動の楽しさや
数学のよさに気付いて粘り
強く考え，数学を生活や学
習に生かそうとする態度，
問題解決の過程を振り返っ
て検討しようとする態度，多
面的に捉え考えようとする
態度を養う。

A（3）一元一次方程式 【学習指導要領解説P71】



評価規準の作成手順を確認してみま
しょう

P32~39

P33~34

P30~32 P30~38

P32~34



参考資料
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参考資料
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１ 単元において，「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習

に取り組む態度」の３観点をバランスよくみとる。

２ 学習内容に応じて，各時間における指導の重点を設定する。

評価規準を絞る

３ 生徒の学習状況を記録に残す場面（〇がついている授業）では，生徒全員

の学習状況を記録に残す。

ただし，○がついていない授業でも教師が生徒の学習状況を適宜把握し，

指導の改善や生徒の学習の改善に生かすことが重要。

どの時間でどの観点をみとるのか精選して
計画を立てることが大切

「指導と評価の計画」作成上のポイント
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参考資料
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観点別学習状況の評価に係る記録が観点ごとに複数ある場合の総括の例

①評価結果のA，B，Cの数を基に総括する場合

②評価結果のA，B，Cを数値に置き換えて総括する場合

観点 氏名 １ ２ ３ ４ 総括

大分 太郎 A A A B A

豊後 花子 B B B A B

大友 次郎 B A A B A

目白 歌子 B C C C C

知
識
・
技
能

観点 氏名 １ ２ ３ ４ 総括

大分 太郎 A（３） A（３） A（３） B（２） A（2.75）

豊後 花子 B（２） B（２） B（２） A（３） B（2.25）
知
識

技
能

例えば，総括の結果をBとする範囲を，［2.5≧平均値≧1.5］とすると，上記のような総括
の結果となります。

総括の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある

評価に係る記録の総括
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評定 各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すもの

学年末に評定へ総括する場合

学期末に総括した
評定の結果を基にする

学年末に観点ごとに総括した
結果を基にする

A，B，Cの組合せから評定に総括する場合，各観点とも同じ評価がそろう場合は，

小学校 AAA BBB CCC

３ ２ １

中学校 AAA BBB CCC

５または４ ３ ２または１

評定の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある

評定への総括
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３ １時間の授業を構想することに
ついて
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「ねらい」について

【ねらいの書き方の例】

Ａ 学習内容
（～を、～について、等）

Ｂ 学習活動
（～～を通して、～～でまとめて、
～～と比べて、等）

Ｃ 育成を目指す資質・能力
（～～できるようにする。～～に気付
くようにする。～～を高める。等）
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【ねらいの書き方の例】

Ａ 学習内容
（～を、～について、等）

Ｂ 学習活動
（～～を通して、～～でまとめて、
～～と比べて、等）

Ｃ 育成を目指す資質・能力
（～～できるようにする。～～に気付
くようにする。～～を高める。等）

「ねらい」について



評価規準は「ねらい」との整合性をもたせて設定します。

(エラー例)
【ねらい】平ゴムＡと平ゴムＢののびの違いについて、グループ活動をとおして、

割合を用いて説明できるようにする。

【評価規準】平ゴムＡと平ゴムＢののびの違いを計算で求めることができる。
⇒ 割合を用いて説明できる。

※昨年までの主な注意事項

【ねらいの書き方の例】
Ａ 学習内容(～を、～について、等)
Ｂ 学習活動(～を通して、～でまとめて、～と比べて、等)
Ｃ 育成を目指す資質・能力
（～できるようにする。～に気付くようにする。～を高める。等）

「新大分スタンダードのすすめ」（第３版）リーフレットから抜粋
（平成31年3月）大分県教育庁義務教育課

「ねらい」について
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「ねらい」について

◆特に、「Ｂ 学習活動」の記載に留意する。
Ｂについては、各教科の見方・考え方を設定する。
「順序づける、比較する、分類する、関連付ける、多面的に見る・多角的に見る、理由づける、
見通す、具体化する、 抽象化する、構造化する」等
の「考えるための技法」等を意識して設定する。

※考えるための技法【中学校学習指導要領解説『総合的な学習の時間編P79』 】

【小６社】
当時の日本と欧米諸国との関係について、／３枚の風刺画を見比べながら、その特徴と表す意味について話
し合う活動を通して、／変化の様子を読み取ったりまとめたりできるようにする。
【中２数】
図形の辺上を動く点の変化する時間と三角形の面積の関係について、／図を基に変化の様子を見通し、表や式、グ
ラフで表しながら関数関係を捉えることを通して、／比例の関係になることを説明できるようにする。

ねらい（管内の学校の実践例）

【ねらいの書き方の例】
Ａ 学習内容(～を、～について、等)
Ｂ 学習活動(～を通して、～でまとめて、～と比べて、等)
Ｃ 育成を目指す資質・能力
（～できるようにする。～に気付くようにする。～を高める。等）
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３_（２）_④_
ウ）「主体的に学習に取り組む態度」の評価の方法

～～略～～

～～小学校低学年・中学年段階では、例えば、学習の目標
を教師が「めあて」などの形で適切に提示し、その「めあ
て」に向かって自分なりに様々な工夫を行おうとしている
かを評価することや、他の児童との対話を通して自らの考
えを修正したり、立場を明確にして話していたりする点を
評価するなど、児童の学習状況を適切に把握するための学
習評価の工夫の取組例を示すことが求められる。

「児童生徒の学習評価の在り方について(報告)」Ｐ13から抜粋

「めあて」の重要性について記載
59



「めあて」について

【めあて】

付けたい力を身に付けさせるための、本時で目指す「活動のゴールの姿」や「ゴー
ルとそれまでの道筋」。単元や題材の「めあて」を提示することもある。

【めあて（管内の学校の実践例】

◆管内では次のような「めあて」の設定を共有している学校があります。

①「めあて」と「評価規準」の整合性を図る。
【評価規準】 ～ 説明できる。
【めあて】 ～ 説明しよう。

②「めあて」の中に活動の道筋を入れる。
「○○（視点）から考えよう」
「○○と△△を比較しよう」 等

【小５図工】 自分が感じたお話のテーマを、色や背景を工夫して友達に伝わるように表現しよう。

【中１総合】 これまでに調べてきた地域の魅力を決定するための視点を決めて、パンフレットに
載せる内容を絞り込もう。

60

教科の見方・考え方を
意識して設定



Ａｆｔｅｒ

Ｂｅｆｏｒｅ

＋

「めあて」について

歌唱曲「○○」を工夫して歌おう。

中学校１年 音楽

ゴールまでの道筋を

「音楽的な見方・考え方」を意識して

歌詞や強弱記号に込められた思いを考え、
表現を工夫しよう。
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小学校５・６年 体育

長い距離をがんばって泳ごう。
Ｂｅｆｏｒｅ

Ａｆｔｅｒ

「めあて」について

息継ぎとフォームに気を付けて長い距離を
泳げるようになろう。

＋ ゴールまでの道筋を

「体育の見方・考え方」を意識して
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おわりに
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「指導と評価の一体化」の実現

教師が子どもたちにどのような力が身に付いた
かという学習の成果を捉え

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改
善を図ること

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（全教科）はしがき より

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して
授業改善を進めること （学習指導要領解説総則編）

⇒ 単元の指導計画の必要性



本日の研修会資料作成に利用した資料

国レベル
○児童生徒の学習評価の在り方について（報告）
○学習指導要領解説（文部科学省）
○「指導と評価の一体化」のための学習評価
に関する参考資料（国立教育政策研究所）

県レベル（大分県教育委員会 義務教育課）
○新大分スタンダード
○新大分スタンダードQA
○早わかり!単元計画の作成手順

全体研修と教科部会（合同部会の推進）をバランスよく実施してください！



新大分スタンダードのすすめ

・ 知識の関連付け，問題の発見・解決，情報を精査した考えの形成，思いや考えに基づく創造
・ 様々な人との対話・協働による自分の考えの深化・拡充

「学びに向かう力」と「思考力・判断力・表現力」を育成するワンランク上の授業を目指して

１ １時間完結型

*学習の見通しをもたせ，意欲を高める「めあて」
*学びの成果を実感し，学んだことや意欲・問題意識等を次につなげる「振り返り」
*追究すべき事柄を明確にする「課題」，追究した結果を明確にする「まとめ」

2 板書の構造化

*思考を整理したり促したりする板書，思考の過程を振り返ることができる板書

３ 習熟の程度に応じた指導

*「具体的な評価規準」に基づく確かな見取り
*「努力を要する状況」の児童生徒に対する手立ての工夫

４ 生徒指導の３機能を意識した問題解決的な展開

*各教科等の見方・考え方を働かせて展開する「課題設定  情報収集  整理・分析 
まとめ・表現・交流  振り返り・評価」等の学習過程の繰り返しの中で行われる

主体的な学びを促す「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」

主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を創造する学習展開

新大分スタンダードで主体的・対話的で深い学びの実現を

安心して学べる
「学びに向かう学習集団」
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